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表Ⅰ
資本の価値構成 剰余価値 消耗不変資本 商品価値 費用価格 平均利潤率 商品価格 価値と価格との差
Ⅰ 80c＋20v 20 50  90 70 22% 92 + 2
Ⅱ 70c＋30v 30 51 111 81 22% 103 - 8
Ⅲ 60c＋40v 40 51 131 91 22% 113 -18
Ⅳ 85c＋15v 15 40  70 55 22% 77 + 7




















耗不変資本部分が10 ×（37／20）＝ 18.5 ≒ 20となり，可変資本部分は評価が変わらず４，よって費用価
格は24となる。そして総費用が176c’＋4v’ で，平均利潤率は変わらず22パーセントなので，利潤は（176























資本（価格構成） 余剰価値 消耗不変資本 商品価値 費用価格 利潤 商品価格
（一回更新後）176c’＋4v’ 5 10（価格に於て20） 20 24 40 64









































資本 (価格に於ける構成 ) 余剰価値 消耗不変資本 価値 費用価格 平均利潤率 利潤 生産価格
Ⅰ  90c’＋19v’(80c＋20v) 20 50 90 74 20.2% 22  96
Ⅱ  78c’＋29v’(70c＋30v) 30 51 111 86 〃 21 107
Ⅲ  67c’＋39v’(60c＋40v) 40 51 131 96 〃 21 117
Ⅳ  95c’＋15v’(85c＋15v) 15 40 70 60 〃 22  82
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